
登録決定の瞬間、各国からの祝福に応える中村知事（右はユネスコ日本政府代表部・山田大使）

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
世界文化遺産登録決定！
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長崎と天草地方の潜伏キリシタンの歴史

禁教期に育まれた潜伏キリシタンの文化的伝統

登録までの歩み
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「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」がユネスコ
の世界文化遺産暫定一覧表に記載

「長崎の教会群」の国内推薦が正式に決定し、推薦
書をユネスコへ提出

ユネスコの諮問機関イコモスによる現地調査

イコモスからの中間報告において「禁教期に焦点
をあてるべき」との意見

推薦書を取り下げ、イコモスの意見を踏まえ推薦
書の内容を見直し

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」へ名
称を変更。内容を見直した推薦書（暫定版）をユネ
スコへ提出

「潜伏キリシタン遺産」の国内推薦が正式に決定
し、ユネスコへ推薦書を提出

イコモスによる現地調査

イコモスによる登録勧告

世界文化遺産に登録
長崎県知事　中村 法道

祝!

　6月24日～7月4日にバーレーンで開催された第42回ユネスコ世界遺産委員会において、「長崎と天草地
方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産に登録されました。
　委員会では各国の委員から、「強く登録を支持する」「国、関係自治体、地域コミュニティの努力を称賛す
る」「人類史上の重要な事象を伝える遺産である」など称賛の声が相次ぎ、満場一致で登録が決定しました。

　典型的な潜伏キリシタンの移住集落の立地環境を表現した
シンボルマークで、世界文化遺産への登録を機に、さらに幅広く
活用していただけるよう、フルバージョン（右）に加えシンプルバー
ジョン（左）を制作しました。
　本遺産の保護活動（保存、活用）にご賛同のうえ、その普及啓
発、広報、理解促進にご協力いただける方は、県の許可を得る
ことでどなたでも使用できます。

「潜伏キリシタン関連遺産」のシンボルマーク
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　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン
関連遺産」が世界文化遺産に登録され
たことをたいへん嬉しく思いますととも
に、「世界の宝」として認められたことを
とても誇らしく思います。
　平成19年に世界遺産暫定一覧表に記
載されて以来、長年にわたり世界遺産登

録を目指して、県民の皆様と共に歩んで
まいりました。これまで多くの方々 にご尽
力とご支援をいただきましたことに心か
ら感謝申し上げます。
　今後も関係自治体をはじめ地域の皆
さんとさらに一体となって保存継承と
地域活性化に全力で取り組みます。
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特集 祝！「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」世界文化遺産登録決定！


